
第４期理事会が発足しました 

一般社団法人公認心理師の会 

2025年6月30日 

●2025年6月15日の社員総会にて理事および監事が選任されました 

横断理事（五十音順） 

理事 有野雄大 

理事 有光興記 

理事 伊藤義徳 

理事 浦田 洋 

理事 尾形明子 

理事 酒見惇子 

理事 柴崎光世 

理事 飛田憲彦 

理事 丹野義彦 

理事 原田隆之 

理事 細野正人 

理事 古川洋和 

理事 古村 健 

 

部会理事 

理事 庵地雄太 （医療部会）        

理事 巣黒慎太郎 （医療部会）        

理事 小関俊祐 （教育・特別支援部会）   

理事 大橋 智 （教育・特別支援部会）        

理事 野村和孝 （司法・犯罪・嗜癖部会）  

理事 斎藤 梓 （司法・犯罪・嗜癖部会）        

理事 水島秀聡 （産業･労働部会）      

理事 真船浩介 （産業･労働部会）        



理事 下山真衣 （福祉・障害部会）     

理事 丹羽健太郎 （福祉・障害部会）        

 

監事 金井嘉宏 

 

 

●2025年6月15日の理事会にて、理事長・副理事長・事務局長が選任され、第4期理事会の役員が決まり

ました 

 

理事長  丹野義彦 

副理事長 古村 健 

事務局長 古川洋和 

 

行政検討委員会 委員長  浦田 洋 

倫理委員会   委員長  尾形明子 

研修会委員会  委員長  有光興記 

        副委員長 細野正人 

年次総会委員会 委員長  伊藤義徳 

広報委員会   委員長  酒見惇子 

編集委員会   委員長  有野雄大 

専門資格委員会 委員長  柴崎光世 

学術委員会   委員長  原田隆之 

全国ブロック制構築委員会 委員長 飛田憲彦 

 

医療部会 部会長        庵地雄太 

医療部会 副部会長       巣黒慎太郎    

教育・特別支援部会 部会長   小関俊祐    

教育・特別支援部会 副部会長  大橋 智 

司法・犯罪・嗜癖部会 部会長  野村和孝 



司法・犯罪・嗜癖部会 副部会長 斎藤 梓 

産業・労働部会 部会長     水島秀聡   

産業・労働部会 副部会長    真船浩介   

福祉・障害部会 部会長     下山真衣 

福祉・障害部会 副部会長    丹羽健太郎 

 

「産業・労働・地域保健部会」は2025年6月15日の理事会で「産業・労働部会」と改称しました。 

 

●部会長・副部会長の選任について 

 司法・犯罪・嗜癖部会について、理事選挙の得票数では、第１位は齋藤梓理事、第２位は野村和孝理事となり

ましたが、部会での審議により、野村理事を部会長とし、齋藤理事を副部会長としたいとの提案がありました。

その理由の第１は、国への要望等、継続した議題も多く存在し、当部会の継続性を踏まえると、これまで部会理

事の経験のない斎藤理事よりも、部会理事を務めた野村理事が部会長となることが望ましいと部会の意見が一致

したことです。第２は、当部会は、加害者臨床あるいは嗜癖臨床に携わる者が多く、国の方針や公認心理師の数

やこれまでの流れをみても主流を占めており、被害者臨床を専門とする斎藤理事よりも、加害者臨床および嗜癖

臨床に精通した野村理事が部会長を務めることが望ましいと部会の意見が一致したことです。理事当人もそのよ

うに望んでいます。 

 また、産業・労働部会について、理事選挙の得票数では、第１位は真船浩介理事、第２位は水島秀聡理事とな

りましたが、部会での審議により、水島理事を部会長とし、真船理事を副部会長としたいとの提案がありまし

た。その理由の第１は、国への要望等、継続した議題が多く存在し、当部会の継続性を踏まえると、これまで部

会理事の経験のない真船理事よりも、部会理事を務めた水島理事が部会長となるほうが安定移行できると部会の

意見が一致したことです。第２は、部会長が担う会務の中には、部会を代表して東京での行政官庁との対面での

打合せや会議出席が多くあり、即応性の観点から考えると、北九州在住の真船理事よりも、名古屋在住の水島理

事が部会長を務めることが望ましいと部会の意見が一致したことです。理事当人もそのように望んでいます。 

 以上２つの部会からの提案について、６月15日の理事会では、弁護士とも相談の上、慎重に審議しました。理

事会は部会理事選挙の結果を尊重する必要がありますが、ただし、部会において改めて検討して、部会長・副部

会長を交替させた方がよいという提案があったのであれば、理事会としては部会の意見を尊重すべきであると考

えました。部会の提案理由は、それぞれの部会の活動内容と部会長に求められる業務を踏まえた合理的なものと

考えられました。そこで、これらの提案を認めることといたしました。 

 


